
活動団体名：熊本県小国町

活動地域 ：熊本県小国町

令和2年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料

活動におけるテーマ・キャッチコピー

地熱とバイオマスを活かしたまちづくり

ALL FOR THE NEXT GENERATION 



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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今年度新たにチャレンジしたこととその具体的な取組

¸ 【コミットメント】主要計画への同期

次期（第６次）総合計画（2021～2030年度）
次期（第２期）SDGs未来都市計画（2021～2023年度）

小国町総合計画策定審議会の様子

¸ 【長期ビジョン】3つのタネ

地熱を利用したスマートアグリビジネス事業（カカオ生産に向けた検討）
・カカオ豆生産の実証実験について、農業アドバイザーと進め方について協議。
・視察：県内でカカオを栽培している熊本市動植物園を視察し、情報収集。

超スマートエネルギー社会の検討（公共交通検討）
・生活圏が同じ隣町と連携し、合同で自主財源でのバス運行の検討を開始。

・R3年度に公共交通計画策定及び実証実験実施、R4年度に本運行予定。 カカオ栽培を視察

SDGs教育を発展させたESD教育ツーリズムの商品の検討
・企業と、環境教育に取り組む連携協定締結
・プロジェクトチームの設置し、環境教育のプログラム及び旧校舎の活用について検討
・中学生のプレ交流をSDGs先進自治体と計画⇒COVID-19の影響でプレ中止。

現在、商品化調整中。R3年度に約200人/２団体受入れ予定。

¸ 【広報・周知】SDGｓ・地域循環共生圏づくりフォーラム/ 勉強会の開催など

①SDGs特別授業 ②広報番組制作 ③フォーラムの開催 ④SDGsカルタの制作

地域のありたい未来の実現のために 今年度取り組んだこと
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地域のありたい未来の実現のための「事業のタネ」
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今年度の環境整備の取組による地域の変化や気づき
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話を聞きに行く！

¸ ステークホルダーは、全員協力的だったため、
巻き込みはスムーズだった。

¸ 他方、事務局は「巻き込むべきステークホル
ダー」の有無を客観的にみることが難しかっ
たため、本来ステークホルダーとなってもら
うべき人がいたのではないかという懸念はあ
る。

地域のコンセプトを描く！

¸ マンダラについては、見やすく改良を続ける
という課題はあるものの、ステークホルダー、
とりわけ地域住民に対する説明の中で「将来
像を見せる」ことができたことは、町の将来
のイメージ共有に有意義だった。

事業のストーリーを語る！

¸ 「事業のタネ」の具体化・事業化は、ステー
クホルダーの多様性、人数、情報量で大きく
変わってくる。

地域の目標を立てる！

¸ 他の主要な計画（例えば、総合計画やSDGs未
来都市計画）に地域循環共生圏構築における
地域の目標や成果指標をリンクさせることで、
相互作用が生じるというプラスの効果が表れ
た。



２ヶ年の取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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